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本校の教育について

本校では子どもたちが、精いっぱい生きていく喜びの創造を目指して日々の教育に取りくん

でいる。子どもたちの一人ひとりが持っている自分で伸びようとする力を信じ、見守り、はげ

ましながら、子ともたちと共に歩むことを苗本理念としている。

このように、子どもの主件的な成長への信頼をもとにして教育の取りくみを考えるとき、

。 子どもの願い、欲求、取りまく環境等、実慈を明らかにつかむこと。

• 一人ひとりに適切な発達の諜題の用念がなされなければならない。 子どもの求めている

ものと、援助する教師の指導とがうまくかみ合って、からまわりのない教育を…と願いながら

現実には多くの問題点をかかえて試行消誤の毎日である。

本校の子どもたちの場合、受勁的な傾向があり、勁きが少ない点が問題として指摘された。

生活現実の中で認国にふつかり、雲践することで翌得したものこそ身についたものになるので

はないか。もっと現実度の高い、きびしい教材が用意されなければ………。

多くの居し合いの結果、何よりも主体的に取りくむ姿努の育成こそ、子どもたちの人間形成

にとって不可欠のものである。そのために、子どもたちぶ見通しのもてる目摂を設定し、から

たを通して、各人の伏雰に応じて溶さし、製助すべきである。どんなに小さなステップでもよ

い。子どもたちの取りくみの過程をしっかりと受けとめ、一日一日のぽみ宦ねを大切にしてい

きたい。

人間は本来活動的なものである。子どもたちがそのもっている力を表出したとき、生き生き

とした表情、活動がそこにある。

このように考えて。教育目標として「生き生きと活動する子ども」をかかげ、その目標達成

のための柱として、

• からだと心の健康 ••• ……体力づくり

。 自由な活動、遊び、学習…学力づくり

。 人と人との関係の伸展……集団づくり

を設定し、日々の取りくみを進めている。
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』 本校研究の歩み

大i交が、神戸大学教育学部附屈明石佼園の、小・中学校のそれぞれの特殊学級から分湿し、

附；：・ビ智竺学校として独立したのが 44年である。研究活励虻、特殊学級時代から引きつづいた

ものとして． 「品辿段僭に宅じた学□指羽」と「生活1~1元学翌にぶける改砿指導」について、

研冗、ふ格をくりiこし、四官全員の政志涜一乏計ろうこしたっ 4 [i年：こは、 「也びを通してよ

り望ましい人間形成を目指して」との評図を渇げ、いろいろな旦点から塁びを分析し、指導し

ようとした。 4G年にはt;it交合に移芸したこと：こより、 i行しい的設、夜浦を充分に活用し、学

汀切果を高めようと、 「生活」 「,n災」 「は康」 「作這」の 4ご旦について、その目芯、内容、
畠刃方法を検討し、年間指苔計戸表を作成し、 「＃科闘による効菜的な指尊のここるみ」とし

て、本’交研究菜錢 1をまとめ、第 1回の研究協議会をもつた。 4 9 年には、小• 中学邪、高等

謂それぞれの謀屈を設定し、小学部では「入門期の言語学習」 ;;f_,、中学部では「得きことばの

指導を」、高等郎では「兄芍窯10)あり方」を研究集録 2にまとめ、笠 2回目の研究富議会を

もった。

5 0炉、 51年にかけ児貨、生徒の実態の中から問n点を見出し、 「生き岱きと活均する子
ども」 ':C目ほして、教育笑践にとり五且Aだ。その目摂ご戌の為に、 「代力」 「学力」 「匁団」

の3本Ct_注を設定し、本校の全汝宮は、そのいずれかの研究グループに入ることとし、そのグ

）レープ凡で、貰究•討―.:. 実f隻 反省をくり速した。 I刃唸、子どもの生活は訳して:;-.)の、分

訂に分けられる告のものでなく、お互にグループ毎の退梅を計り、一人の子どもが、 「生き生

きと活既する子供」として成長するよう見守ってきた。楽しく正しい体力のいで実践後、日浅

く、効果は遅々としていても、自由時間などの過し方などの中に、子供が自ら、活助しようと

する姿船が感じられるこの頃である。

なお、労力については、話しことばを持たない子供に主眼を据え、活動することを通して、

生きたことばを感じとらせようとした。

集団についても、対人関係の中で問題の多い子供をまずどうしてt青緒安定を計らせるかを

今年度の研究課題とした。学力についても、集団についても、本論に入りこめない、もどかし

さを感じつつ、そのうえ、充分実践しないままに、研究集録第 3集を中間報告としてまとめた。

諸先生方のこ‘‘批判をお願いいたします。

--4 -


	30001
	30002
	30003
	30004

